
田

中

孝

義

梅
雨
明
け
後
の
連
日
の
猛
暑
に

我
家
の
高
齢
犬
十
六
歳
も
ぐ
っ
た

り
。
で
も
食
欲
旺
盛
で
一
安
心
。

自
治
会
で
は
敬
老
会
の
準
備
が

進
め
ら
れ
、
私
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

四
十
四
名
の
方
が
対
象
者
で
し
た
。

県
内
の
高
齢
比
率
は
二
十
七
％

全
国
で
十
二
番
目
。
子
供
と
別
居

す
る
高
齢
者
も
増
加
す
る
と
思
わ

れ
、
企
業
で
も
安
否
確
認
や
見
守

り
が
出
来
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
、
適
度
な
距
離
感
を
保
ち
な
が

ら
、
家
族
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
が
進
ん
で

い
ま
す
。

編集委員

長岡義憲 伊沢崇 五十里勝美 塚田吉和
田中孝義 大庭邦敬 中村勝則

中

村

勝

則

今
年
も
暑
い
夏
で
す
。
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
お
盆
に
千
曲
藻
を
発
刊
で

き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
例
年
の
こ
と
で
す

が
、
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た

皆
様
、
広
告
を
掲
載
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

中
之
条
自
治
会
の
行
事
も
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
「
上
田
わ
っ

し
ょ
い
」
も
終
わ
り
、
後
半
に

入
っ
た
感
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
い
つ
も
協
議
会
メ
ン
バ
ー
、

和
気
あ
い
あ
い
に
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
も
ど

も
、
残
暑
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
様
方
も
健
康
に
留
意
さ

れ
今
年
の
後
半
も
頑
張
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。
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自治会費納入状況等のお知らせ 中之条自治会 会計
真野 裕司

自治会費等の納入および各種ご寄付につきましては、多大なるご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
平成２７年７月現在の状況につきまして、下記の通りご報告申し上げます。

千
曲
藻
第
百
五
十
六
号
も
無
事

に
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

編
集
委
員
の
手
作
り
で
始
め
た

今
年
の
千
曲
藻
。
印
刷
は
城
南
公

民
館
に
行
き
、
高
速
輪
転
機
で
一

万
二
千
枚
を
印
刷
し
ま
し
た
。
出

来
栄
え
は
、
刷
り
上
が
り
、
折
り

等
、
プ
ロ
の
方
の
お
作
り
に
な
っ

た
物
に
比
べ
て
、
か
な
り
見
劣
り

の
す
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
の
分
編
集
委
員
の
「
想

い
」
だ
け
は
一
杯
に
詰
ま
っ
て
い

る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

暑
い
夏
の
風
物
詩
、
上
田
わ
っ

し
ょ
い
が
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ご
寄
附
を
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

ご
参
加
の
皆
様
、
役
員
の
皆
様

ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

残
暑
厳
し
き
折

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

塚

田

吉

和

自
治
会
総
務
部
長

自治会費 負担金

世帯数 事業所数 金額（円） 金額（円） 社員 寄付者

第１ 103 0 852,690 158,200 101 40,400 3 0 3,000

第２ 149 9 1,120,100 171,200 119 47,600 13 0 12,000

第３ 133 9 1,064,200 161,000 102 40,800 25 3 24,630

第４ 78 6 657,900 115,000 49 19,600 7 4 9,700

第５ 138 4 1,035,500 171,600 134 53,600 11 0 8,000

第６ 155 0 1,204,500 186,400 70 28,000 6 0 3,000

第７ 123 5 995,300 360,400 70 28,000 8 0 10,500

第８ 164 1 1,219,300 202,800 104 41,600 4 0 3,000

計 1043 34 8,149,490 1,526,600 749 299,600 77 7 73,830

678,050円 850,000円

121,000円 35,000円

44,500円 68,000円

42,500円 107,100円

自治会費・建設負担金納入状況
長野県民交通災害
共済加入状況

日本赤十字社加入状況
および寄付状況

上田わっしょい寄付金 消防協力費

ブロ
ック

軒数
人数 金額（円）

人数
金額（円）

社会福祉協議会会費

緑の募金

城下自治連負担金

自治会活動保険料（内自治会一括納入分）

千曲藻　広告料
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第１ ５ ６ 号

中 之 条 自 治 会

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
暑
い
中
ご
活
躍
の
こ
と
と

拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
熱
中
症
に

は
充
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

自
治
会
長
を
お
引
き
受
け
し
て

半
年
過
ぎ
ま
し
た
が
、
自
治
会
の

皆
様
の
ご
協
力
、
大
変
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

中
之
条
自
治
会
で
は
今
年
度
、

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
支

援
公
募
配
分
申
請
事
業
に
お
い
て

避
難
所
用
物
品
整
備
と
い
う
こ
と

で
、
発
電
機
を
購
入
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
も
し
も
の
災
害
時
に

は
必
要
な
物
と
な
り
ま
す
。

長
野
県
共
同
募
金
の
配
分
金
で
、

県
民
の
皆
様
の
大
切
な
ご
寄
付
で

す
。
是
非
有
意
義
に
活
用
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
防
災
用
資
器
機
に
関
す
る

補
助
事
業
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

は
、
講
習
会
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

◎
防
犯
灯
に
つ
い
て

今
年
は
自
治
会
内
の
防
犯
灯
を

二
十
四
基
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
二
基
の

電
柱
式
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
前
半
を
経
過
し
て

平
成
二
十
七
年
度
自
治
会
長

西

沢

孝

夫

大
型
の
七
基
に
つ
き
ま
し
て
は
、

費
用
が
か
か
る
と
の
こ
と
で
保
留

に
し
て
お
り
ま
す
。

◎
城
南
児
童
公
園
整
備

六
月
二
十
三
日
に
、
四
役
・
土

木
・
環
境
・
ふ
れ
あ
い
協
議
会
の

皆
さ
ん
と
花
壇
の
花
植
え
、
七
月

二
十
八
日
に
は
、
土
木
部
で
の
草

刈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
道
検
針
の
方
か
ら
漏
水
が
あ

る
と
の
こ
と
で
、
水
洗
ト
イ
レ
の

所
で
し
た
。
使
用
す
る
際
は
気
を

付
け
て
下
さ
い
。

◎
土
木
関
係
・
環
境
整
備

七
月
上
中
旬
よ
り
千
曲
高
校
交

差
点
よ
り
赤
坂
上
交
差
点
ま
で
、

植
込
地
除
草
、
低
木
剪
定
、
八
月

上
旬
よ
り
道
路
法
面
草
刈
、
十
一

月
中
旬
よ
り
イ
チ
ョ
ウ
剪
定
が
行

わ
れ
ま
す
。

◎
五
月
二
十
四
日
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
と
い
う
こ
と
で
協
議
員
の
皆
さ

ん
で
大
型
ゴ
ミ
か
ら
、
カ
ン
、
ビ

ン
等
の
ゴ
ミ
の
回
収
を
行
い
ま
し

た
。

◎
城
下
地
区
自
治
会
連
合
会

一
月
二
十
七
日
城
下
地
区
自
治

会
長
会
議
が
開
か
れ
、
会
計
は
中

之
条
で
と
の
こ
と
で
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
十
日
に
、
新
旧
引
継
が
行

な
わ
れ
、
七
月
四
日
に
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

会

長

沓
掛
勝
也

御
所

副
会
長

竹
内
久
子

朝
日
ケ
丘

〃

荒
木

昇

千
曲
町

会

計

西
沢
孝
夫

中
之
条

監

事

小
林
誠
一

須
川

〃

柳
澤
登
美
男

中
村

評
議
員

坂
口
芳
文

小
牧

〃

松
田

巌

諏
訪
形

〃

宮
島
良
雄

三
好
町

顧

問

宮
下
省
二

諏
訪
形

〃

増
澤
吉
雄

中
村

管
理
担
当

沓
掛
勝
也

御
所

経
理
担
当

西
沢
孝
夫

中
之
条

◎
城
南
地
区
自
治
会
連
合
会

会

長

宮
下
千
元

吉
田

副
会
長

沓
掛
勝
也

御
所

会

計

柳
沢
近
夫

下
之
条

監

事

金
沢
達
郎

神
畑

〃

柳
澤
登
美
男

中
村

◎
城
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

城
下
地
区
の
自
治
連
、
民
県
協
、

福
祉
推
進
委
員
会
の
三
者
が
主
体

と
な
り
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
持

ち
寄
り
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
、

福
祉
活
動
を
進
め
ま
す
。
特
に
少

子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
、
自
動
へ
の
見
守

り
活
動
な
ど
、
地
域
全
体
で
支
え

る
仕
組
み
作
り
を
行
政
・
上
田
市

社
協
と
連
携
し
て
、
推
進
し
ま
す
。

会

長

増
澤
吉
雄

中
村

（
中
之
条
か
ら
の
役
員
）

西
沢
孝
夫

中
沢
伸
吉

山
岸
明
人

田
中
け
い
子

吉
原
貞
栄

高
田
ふ
き
子

◎
城
下
地
区
防
犯
・
防
災
協
議
会

○
防
犯
事
業
に
つ
い
て

①
防
犯
意
識
の
高
揚
と
防
犯
情

報
の
共
有
化
を
図
る
。

②
交
通
安
全
と
自
主
防
犯
活
動
の

推
進
と
犯
罪
に
強
い
地
域
づ
く
り

の
推
進
。

③
高
齢
者
を
守
る
施
策
の
充
実
。

④
子
供
を
守
る
施
策
の
充
実
。

○
防
災
事
業
に
つ
い
て

①
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
講
習
会

訓
練
を
通
じ
て
地
域
の
連
帯
意

識
の
高
揚
を
図
る
。

②
住
民
と
行
政
の
強
力
に
よ
る
防

災
体
制
の
推
進
。

③
災
害
又
は
平
常
時
に
お
け
る
城

南
地
区
の
相
互
応
援
体
制
。

④
災
害
対
応
に
関
す
る
県
内
視
察
。

⑤
火
災
予
防
運
動
の
推
進
。

⑥
マ
ニ
ュ
ア
ル
説
明
会
開
催
。

⑦
須
川
湖
の
決
壊
防
止
対
策
。

⑧
消
防
団
員
の
確
保
と
装
備
の
充

実
。会

長

中
村
光
廣

（
中
之
条
か
ら
の
役
員
）

会

計

西
沢
孝
夫

西
沢
信
義

丸
山
正
幸

阿
部
二
郎

◎
城
下
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

地
域
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
城
下
自

治
連
・
社
協
・
防
犯
防
災
協
・
ま

ち
づ
く
り
協
で
要
望
事
項
を
ま
と

め
行
政
等
に
対
し
て
要
望
を
行
い

ま
す
。

会

長

小
野
澤
義
和

中
村

（
中
之
条
か
ら
の
役
員
）

会

計

西
沢
孝
夫

西
沢
信
義

和
田

勲

阿
部
二
郎

◎
上
田
わ
っ
し
ょ
い
参
加

七
月
二
十
五
し
て
総
勢
二
百
二

十
名
で
参
加
日
に
中
之
条
連
と
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
民
館
で
二

回
の
練
習
を
し
ま
し
た
が
、

「
わ
っ
し
ょ
い
賞
」
を
取
る
べ
く

子
供
達
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
役

員
全
員
が
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
「
わ
っ
し
ょ
い

賞
」
は
来
年
に
持
ち
越
し
で
し
た
。

し
か
し
、
子
供
達
の
あ
ふ
れ
る
程

の
笑
顔
が
、
私
達
の
暮
ら
す
中
之

条
の
可
能
性
を
再
確
認
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

自
治
会
の
皆
様
、
事
業
所
の
皆

様
に
は
上
田
わ
っ
し
ょ
い
へ
の
ご

寄
付
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
本
誌
へ
の
広
告
の
ご

協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

役
員
一
同
、
後
半
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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「「マ
ン
ガ
（テ
レ
ビ
）ば
か
り
見
て
い

な
い
で
勉
強
し
な
さ
い
！
」

昔
、
母
親
か
ら
言
わ
れ
た
記
憶
が

私
に
も
あ
り
ま
す
。

マ
ン
ガ
（テ
レ
ビ
）を
見
て
い
る
と
学

力
が
下
が
る
、
と
い
う
理
由
だ
っ
た

ん
で
す
ね
。

現
代
で
は
学
力
を
下
げ
る
原
因
は

ス
マ
ホ
だ
と
言
い
ま
す
。

七
月
九
日
、
城
南
公
民
館
主
宰

の
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
講
演

会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

演
題
「メ
デ
ィ
ア
漬
け
で
壊
れ
る

子
ど
も
た
ち
～
ス
マ
ホ
社
会
の
落

と
し
穴
」
講
師
清
川
輝
基
さ
ん
。

信
大
の
学
長
が
入
学
式
で
言
う
ん

だ
そ
う
で
す
。

「ス
マ
ホ
止
め
ま
す
か
？
そ
れ
と
も

信
大
生
止
め
ま
す
か
？
」

清
川
さ
ん
の
持
つ
小
学
生
の
デ
ー

タ
で
は
、
自
宅
で
二
時
間
勉
強
し

且
つ
ス
マ
ホ
を
４
時
間
す
る
子
供
が

五
七
点
だ
と
す
る
と
、
全
く
勉
強

も
ス
マ
ホ
も
し
な
い
子
供
は
六
七
点

だ
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
講
話
を
聴
い
て
い
た
ら

都
都
逸
（ド
ド
イ
ツ
）を
思
い
出
し

ま
し
た
。

「土
方
（ド
カ
タ
）殺
す
に
ゃ
刃
物
は

要
ら
ぬ
。
雨
の
三
日
も
降
れ
ば
い
い
」

「役
者
殺
す
に
ゃ
刃
物
は
要
ら
ぬ
。

も
の
の
三
度
も
褒
め
り
ゃ
い
い
」

そ
う
す
る
と
学
力
を
下
げ
る
都

都
逸
と
し
て
は
、
さ
し
ず
め

「学
生
殺
す
に
ゃ
刃
物
は
要
ら
ぬ
。

ス
マ
ホ
を
三
日
も
持
た
し
ゃ
い
い
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

昔
、
マ
ン
ガ
（テ
レ
ビ
）
今
ス
マ
ホ

公
民
館
長

小

林

千

洋

講
話
で
は
、
学
生
ば
か
り
で
な
く
、

乳
幼
児
を
持
つ
母
親
ま
で
も
が
ス
マ

ホ
漬
け
に
な
っ
て
い
る
、
と
か
。

母
と
子
の
絆
と
は
、
授
乳
時
の
見
つ

め
合
い
、
母
か
ら
の
語
り
か
け
を
通

し
て
深
ま
っ
て
い
く
の
だ
そ
う
で
す
。

子
の
視
神
経
も
母
と
の
見
つ
め
合
い

で
育
ち
、
言
葉
の
発
声
も
母
か
ら
の

語
り
か
け
の
蓄
積
か
ら
生
れ
る
も
の

だ
そ
う
で
す
。
「い
な
い
、
い
な
い
、
バ

～
！
」で
赤
ち
ゃ
ん
が
喜
ぶ
の
は
塞

が
れ
た
母
と
の
視
線
が
結
ば
れ
て

ホ
ッ
と
す
る
か
ら
。
母
親
が
授
乳
を

し
な
が
ら
ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ
の
画
面
に

く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
い
て
は
母
子
の

絆
は
深
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
句
（都
都
逸
）

「親
子
殺
す
に
ゃ
刃
物
は
要
ら
ぬ
。

親
に
ス
マ
ホ
を
持
た
し
ゃ
い
い
」

一
つ
の
物
（事
）に
は
必
ず
表
と
裏
が

あ
り
ま
す
。
文
明
の
利
器
で
あ
る
ス

マ
ホ
も
一
歩
使
い
方
を
誤
る
と
子
供

の
学
力
・体
力
の
低
下
を
招
き
、
親

子
関
係
の
希
薄
化
を
招
い
た
り
し
て

し
ま
い
ま
す
。

七
月
二
五
日
に
は
上
田
わ
っ
し
ょ
い
、

こ
の
千
曲
藻
が
発
刊
さ
れ
る
八
月
一

五
日
に
は
夏
祭
り
が
に
ぎ
や
か
に
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

人
と
人
と
の
現
実
の
触
れ
合
い
の

中
か
ら
子
供
も
大
人
も
成
長
し
て

行
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

上田わっしょい、２回の練習。暑い暑い公民館に響き渡る子供たちの歓声。
他所に類を見ない、一地域で２００名を超える中之条の底力。

学年の壁を超えた子供たちが、目標に向かい一致団結して頑張りました。

平
成
二
十
七
年
八
月

亡
妻
の
命
日
飾
る
射
千
の
花

月
命
日
娘
が
揃
え
た
ミ
ニ
祭
壇

内
閣
府
忘
れ
て
な
ら
ぬ
敗
戦
忌

万
緑
や
志
賀
の
名
水
汲
み
お
き
て

母
背
負
え
ば
啄
木
哀
し
青
田
道

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
夏
の
曲
弾
く
公
民
館

梅
雨
空
に
夢
が
並
ん
で
プ
レ
ミ
ア
ム

土
用
丑
田
ん
ぼ
の
中
の
ド
ジ
ョ
ウ
追
う

螢
火
や
都
会
の
孫
に
届
け
た
し

夏
帽
子
脱
ぎ
触
れ
て
み
る
父
母
の
墓

す
れ
違
う
バ
ラ
の
タ
ト
ウ
が
闇
に
消
え

梅
雨
晴
れ
て
犬
の
歩
調
で
散
歩
に
出

台
風
禍
バ
ケ
ツ
転
が
る
大
通
り

田
に
添
ひ
て
ア
イ
リ
ス
咲
き
し
道
続
く

青
田
風
農
の
苦
労
を
忘
れ
た
り

あ
じ
さ
い
や
庭
の
王
者
と
な
り
す
ま
し

浅
間
山
裾
野
を
め
ぐ
る
峰
は
夏

老
さ
と
る
夏
の
暑
さ
に
庭
の
木
々

ま
ぶ
し
く
て
中
学
生
の
衣
替
え

青
蛙
の
ど
白
く
し
て
雨
を
呼
ぶ

蟻
の
ぼ
る
母
子
像
ほ
そ
身
役
所
前

谷
の
温
泉
の
流
れ
美
し
河
鹿
鳴
く

老
鶯
が
折
り
折
り
破
る
遍
路
バ
ス

白
き
列
吐
き
て
又
呑
む
遍
路
バ
ス

庭
の
木
々
型
良
く
見
ゆ
る
夏
座
敷

梅
雨
の
中
逝
き
し
句
友
よ
安
ら
か
に

来
し
ツ
バ
メ
休
む
こ
と
な
く
飛
び
交
わ
す

パ
ラ
ソ
ル
を
上
下
に
野
球
応
援
す

ま
と
め

短
冊
に
一
句
八
月
十
五
日

終
戦
忌
わ
が
碑
に
触
る
る
招
魂
社

中
沢

幾
重

山
岸

弘
明

山
岸

久
子

小
坂
井

二
郎

山
岸

昌
子

田
中

正
雄

板
垣

靜
子

中
沢

ま
つ
子

片
山

貞
子

笠
木

敬
子

斉
藤

す
み
江

笹
木

み
つ
子

根
木

光
枝

出
雲

さ
ち
子
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夏休み恒例のラジオ体操 早朝６：３０
南小学校のグランド、親子で１、２、３、４！
昔々を思い出して、通勤途中に立ち寄って
シャッターを押しました。 塚田

自
治
会

会

長

西
沢

孝
夫

副
会
長

中
沢

伸
吉

会

計

真
野

裕
司

総
務
部
長

塚
田

吉
和

自
治
会
競
技
委
員
一
同

公
民
館

館
長

小
林

千
洋

副
館
長

中
澤

史
典

主
事

中
澤

和
彦

青
少
年
育
成
指
導
員

金
井

厚
志

主
事
補
佐
（
会
計
）

藤
井

健
一

公
民
館
運
営
委
員
一
同

千
曲
藻
編
集
委
員
一
同

敬
老
祝
賀
会
の
ご
案
内

左
記
の
通
り
、
敬
老
祝
賀
会
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
皆
様
に
は
、
招
待
状

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

ご
都
合
を
つ
け
お
越
し
下
さ
い
。

記

日
時平

成
二
十
七
年

九
月
十
三
日
（
日
）

午
前
十
時
よ
り

場
所

中
之
条
公
民
館

大
広
間

（
負
担
の
か
か
ら
な
い
腰
掛
け

イ
ス
に
て
行
い
ま
す
）



平
成
二
十
七
年
度
の
南
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
中
之
条
支
部
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
高
橋
で
す
。

私
は
地
区
活
動
な
ど
に
不
慣
れ

な
上
、
中
之
条
は
生
徒
数
が
二
百

人
近
い
地
区
の
た
め
、
役
を
完
遂

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
未
だ

に
不
安
な
日
々
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
幸
い
に
も
、
副
支
部
長
さ

ん
達
や
、
各
役
員
の
皆
様
方
に
多

大
な
ご
協
力
を
頂
き
、
な
ん
と
か

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

こ
の
号
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
終

了
し
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

七
月
二
十
五
日
の
上
田
わ
っ
し
ょ

い
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
と
に
か

く
人
数
が
多
い
た
め
、
怪
我
、
迷

子
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

そ
の
後
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
は
、
九
月
十
三
日
の
お
楽
し

み
会
、
十
月
十
八
日
の
城
南
運
動

会
、
一
月
末
の
道
祖
神
祭
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
方
、
子
供
達
に
少

し
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
様
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
一
同
、
精
一
杯
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
今

後
と
も
ご
協
力
、
ご
指
導
頂
き
ま

す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

支
部
長

高

橋

勇

一

そ

ろ

ば

ん

南
小
六
年
生

高

橋

霧

香

私
は
、
小
学
校
四
年
生
の
秋
か

ら
、
そ
ろ
ば
ん
を
や
っ
て
い
ま
す
。

そ
ろ
ば
ん
は
、
中
学
生
に
な
る

と
、
勉
強
や
部
活
で
忙
し
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
た
く
さ
ん
出
来

る
の
は
、
こ
の
一
年
間
だ
け
な
の

で
が
ん
ば
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
そ
ろ
ば
ん
を
始
ま
る
時
、

「
中
学
に
行
く
ま
で
に
は
一
級
を

取
る
」
と
言
う
目
標
を
立
て
ま
し

た
。で

す
が
、
六
年
生
前
半
の
今
は

ま
だ
三
級
で
す
。
な
の
で
、
こ
の

一
年
は
本
当
に
し
っ
か
り
や
ら
な

い
と
だ
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ろ
ば
ん
で
は
、
ち
が
う
学
校

の
友
達
や
、
先
生
方
と
、
と
て
も

仲
良
く
な
れ
る
の
で
、
や
っ
て
い

て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

算
数
も
さ
ら
に
、
楽
し
い
と
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ろ
ば
ん
は
、
や
れ
ば
や
っ
た

だ
け
自
分
の
身
に
付
き
ま
す
。

中
学
生
に
な
る
ま
で
あ
と
少
し

で
す
。
な
ん
と
か
一
級
を
取
れ
る

よ
う
に
、
今
以
上
に
練
習
し
て
目

標
を
達
成
し
た
い
で
す
。

支
部
長

高
橋

勇
一

副
支
部
長

中
山

浩
子

〃

西
澤

久
美

育
成
会
長

和
田

淳

副
育
成
会
長

原
田
久
美
子

〃

伊
藤

晴
美

校
外
指
導
員

南
澤
智
絵
美

〃

高
岡

章
子

〃

小
松

里
美

〃

矢
嶋
佐
知
子

〃

橋
詰

章
子

南
小
中
之
条
支
部
名
簿

交
通
安
全
委
員

中
沢

友
香

〃

金
子

美
和

〃

斉
藤

陽
子

〃

斉
木

孝
子

育
成
会
担
当
委
員

泰

友
理
子

〃

久
保
田
智
絵

〃

関

理
恵
子

〃

新
海

愛
子

〃

小
平

達
郎

〃

正
村

里
美

支
部
長

丸
山

礼
子

副
支
部
長

岡
田
み
ゆ
き

校
外
指
導
部

柳
沢
さ
や
か

〃

山
岸
美
奈
子

〃

春
日

直
子

厚
生
部

増
田
か
お
り

〃

飯
島

幸
子

文
化
部

太
田

由
美

〃

大
島
め
ぐ
み

四
中
中
之
条
支
部
名
簿
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佐久市岩村田６－２
TEL/FAX 0267-66-7321
e-mail：saku-coco@jfbb.net
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お待ち
しています！



四
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

支
部
長

丸

山

礼

子

平
成
二
十
七
年
度
四
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

支
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

丸
山
で
す
。
中
之
条
支
部
は
生
徒

数
が
一
番
多
い
地
区
の
為
、
副
支

部
長
さ
ん
、
役
員
の
皆
さ
ん
、
自

治
会
役
員
様
の
お
力
を
お
借
り
し

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
中
学
支
部
活
動
は

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
等
が
あ
り
ま
す
。

八
月
一
日
は
、
お
楽
し
み
会
。
八

月
二
十
二
日
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ

ザ
ー
が
あ
り
、
生
徒
一
人
一
人
が
、

各
家
庭
に
集
荷
に
お
伺
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
毎
度
地
域
の
方
々
の

多
大
な
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
成
果

を
上
げ
る
事
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
九
月
二
十
五
日
、

二
十
六
日
に
セ
ル
リ
ア
ン
祭
が
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
皆
様
に
は

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

子
供
達
が
、
地
域
の
行
事
に
参

加
出
来
る
事
は
、
皆
様
に
見
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
感

謝
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
為

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
一
同
、
力
を
合
わ

せ
て
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
協
力
、
ご
指
導
の
程
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

部
活
動
か
ら
の
学
び

四
中
三
年
生

岡

田

佳

久

今
年
の
四
中
野
球
部
で
は
、

チ
ー
ム
の
士
気
を
上
げ
、
次
の
プ

レ
ー
を
確
認
す
る
「
声
出
し
」
と
、

一
瞬
で
も
気
を
抜
か
な
い
「
全
力

疾
走
」
の
基
本
を
徹
底
し
、
チ
ー

ム
力
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
僕
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
投
手
で
し
た
。
球

速
ア
ッ
プ
や
制
球
に
加
え
、
バ
ン

ト
処
理
や
ベ
ー
ス
カ
バ
ー
の
際
の

内
野
手
や
捕
手
と
の
連
携
や
、
牽

制
で
の
サ
イ
ン
プ
レ
ー
な
ど
、
育

成
会
野
球
部
の
時
に
比
べ
、
何
十

倍
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
宇
山
監

督
と
の
野
球
ノ
ー
ト
の
や
り
と
り

の
中
で
受
け
た
手
書
き
で
の
指
導

や
励
ま
し
も
大
切
な
宝
物
で
す
。

二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
体

の
管
理
に
も
気
を
使
い
、
頻
繁
に

整
骨
院
に
通
う
こ
と
で
、
肩
や
肘

の
大
き
な
怪
我
も
せ
ず
、
最
後
ま

で
後
悔
し
な
い
プ
レ
ー
が
で
き
ま

し
た
。
石
井
主
将
、
清
水
部
長
を

は
じ
め
、
三
年
間
一
緒
に
練
習
し

た
十
七
人
の
仲
間
、
道
具
出
し
や

応
援
を
頑
張
っ
て
く
れ
た
後
輩
、

休
日
を
返
上
し
て
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
宇
山
先
生
、
高
橋
先
生
や

保
護
者
の
方
々
、
弁
当
作
り
や
送

迎
を
し
て
く
れ
た
両
親
に
心
か
ら

感
謝
し
た
い
で
す
。
「
練
習
の
中

に
目
標
が
あ
り
、
試
合
の
中
に
和

が
あ
る
。
勝
利
の
中
に
感
謝
の
心

が
あ
り
、
敗
北
の
中
に
真
に
得
る

も
の
が
あ
る
。
野
球
道
は
人
生

道
」
部
活
動
に
対
す
る
僕
の
心
構

え
と
な
っ
た
詩
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
高
校
受
験
に
向
け
て

「
全
力
疾
走
」
で
す
。

㈲
西
沢
ガ
ラ
ス
ア
ル
ミ
建
材
工
業

網
戸
の
張
り
替
え
・
ガ
ラ
ス
の
修
理
か
ら
断
熱
窓
・
カ
ー
ポ
ー
ト
取
り
付
け
ま
で

上
田
市
御
所

八
十
二
銀
行
三
好
町
支
店
そ
ば

電
話
二
二
ー
二
四
九
九

焼
肉
ハ
ウ
ス

太

閤

古
舟
通
り
ス
カ
イ
ビ
ル
二
階

(25)

電

○
九
一
三

㈲

中

川

酒

店

上
田
市
中
之
条
一
三
四

T
E
L
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０
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１
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842-30
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信州の環境と観光を応援する企業

長野トヨペット株式会社
上田西店

Tel：０２６８－２６－２４１１

上田市中之条579－5（上田千曲高校隣り）
http://nagano-toyopet.jp

上田市中之条1400-20
TEL  0268-24-2433

駐車場・塀・フェンス・リフォーム
コンクリート・アスファルト工事
何でもやります!!!
気軽にお電話ください。

定休日 月曜日

中 之 条 自 治 会 報 平成27年8月15日(2015)(17) 第156号

写真提供 藤井健一さん 中澤史典さん

勤番（言わば・・・用心棒）
トラブル無きよう
目を配ります。

今年も無事に終わりそうです。
毎年、駅前ロータリーの辺りでフィナーレを迎えます。
今年は残念ながら「わっしょい賞」には選ばれませんでしたが
踊り切ったすがすがしさと、大人は筋肉痛を持ち帰ります。
皆さん、お疲れ様でした。ありがとう！



○家電製品販売、修理

○オール電化・家まるごとリフォーム

○電気工事・太陽光発電

上田市三好町通り

TEL(0268) 27-6677（代）

おかげ様で６月１日で３０周年を迎えました。
記念としていろいろなサービスをやっておりますので
ぜひお出かけください。

平日２時間飲み放題コース（つまみ２品付き）

￥２,０００

☆ウインピー人気No.１のヤンキーピラフ

１の付く日①⑪㉑㉛

→￥８９０！

は

￥３２０！
￥２５０！

通常 ￥１,２６０

生ビール

ハイボール

酎ハイ ￥２５０！
（ レモン・グレープフルーツ・梅・青リンゴ・巨峰・ピーチ）

ミ
ド
リ
安
全
長
野
株
式
会
社

上
田
営
業
所

上
田
市
中
之
条
七
四
六
ー
三

(23)

三
九
一
一

長

島

科

医

院

耳
鼻

咽
喉上

田
市
中
之
条
五
三
六
ー
六

電
話

二
三
ー
八
七
三
四

お見積もりは無料です、お気軽にお申し付け下さい。

㈲
ヤ

マ

ギ

シ

中 之 条 自 治 会 報平成27年8月15日(2015) (16) 第156号

テンションを下げることなく、２時間
踊り続ける中之条連の面々
手がよく上がっていました。

参加連 １３０ 参加者９５００名
その中でも最大の２２０名
今年も踊り切りました。

第
四
十
四
回
上
田
わ
っ
し
ょ
い
は

七
月
二
十
五
日
（土
）に
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「真
田
丸
」放
送
を
目
前
に
控
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
お
ど
り
参

加
者
全
員
が
「赤
備
え
の
う
ち
わ
」

を
持
っ
て
会
場
を
赤
く
染
め
上
げ

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
上
田
わ
っ
し
ょ
い
活
動
は
、

六
月
十
七
日
に
責
任
者
会
議
を
行

い
、
各
班
ご
と
の
役
割
分
担
や
具
体

的
な
準
備
内
容
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
、
上
田
わ
っ
し
ょ
い
に
向
け

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

続
い
て
六
月
二
十
七
日
及
び
七
月

十
二
日
に
実
行
委
員
会
を
行
い
、
各

班
ご
と
に
詳
細
な
部
分
に
つ
い
て
協

議
、
調
整
を
い
た
だ
き
最
終
確
認
を

行
い
ま
し
た
。

七
月
十
六
日
、
二
十
三
日
に
は
中

之
条
公
民
館
大
広
間
に
て
午
後
七

時
よ
り
、
わ
っ
し
ょ
い
の
踊
り
の
練
習

を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
わ
っ
し
ょ
い
当
日
、
七
月

二
十
五
日
、
バ
ス
五
台
に
分
乗
し
た

総
勢
約
二
百
二
十
名
の
中
之
条
連

の
参
加
者
は
上
田
市
内
を
踊
り
、
夏

の
一
大
行
事
は
、
事
故
等
な
く
無
事

に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

各
実
行
委
員
の
皆
様
、
関
係
団
体

の
皆
様
に
は
大
変
ご
多
忙
に
も
関
わ

ら
ず
約
二
カ
月
間
、
諸
準
備
を
進

め
て
い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
区
民
の
皆
様
、
事

業
所
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

上
田
わ
っ
し
ょ
い
活
動
報
告

実
行
委
員
長

清

水

勝

夫

中 之 条 自 治 会 報 平成27年8月15日(2015)(5) 第156号

毎年変わる役員さん。
飲み物を運ぶリヤカーの飾り付けも
パズルのようで悪戦苦闘しました。

「 中之条 」と書かれた、うちわ神輿（みこし）
長老 和田貢さんのご指導で毎年組み立てます。
きっちり組み立てないと、本番でバラける恐れがあり
もたもたしている役員を見かねて
「 脚立持って来な 」と、自ら乗って孤軍奮闘
我ら若手（若くもない）役員さん達・・・まだまだ経験値が足りません。



保
護
司
を
拝
命
し
て
十
八
年
に

な
り
ま
す
。
自
分
で
も
よ
く
続
け

ら
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

罪
を
犯
し
て
更
生
を
目
指
す
人
達

を
応
援
し
、
語
り
合
い
、
彼
ら
が

今
後
も
良
き
人
で
平
安
な
人
生
を

歩
ん
で
も
ら
う
一
助
を
何
と
か

担
っ
て
来
れ
ま
し
た
。

保
護
司
は
、
罪
を
犯
し
た
人
達

の
内
の
、
様
々
な
更
生
施
設
に
収

監
さ
れ
た
後
に
社
会
の
中
で
の
更

生
を
許
さ
れ
た
人
、
ま
た
初
め
か

ら
社
会
の
中
で
生
活
し
つ
つ
保
護

観
察
を
受
け
る
指
示
を
さ
れ
た
人

そ
の
方
々
の
精
神
面
と
実
生
活
の

問
題
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

法
務
省
内
の
各
県
の
保
護
観
察

所
が
保
護
司
活
動
を
統
轄
す
る
所

で
、
そ
こ
の
公
務
員
の
監
察
官
の

指
導
の
下
、
保
護
司
は
活
動
し
て

い
ま
す
。

月
に
何
回
か
対
象
者
と
面
接
し
、

悩
み
を
聞
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
職

探
し
や
、
家
族
内
の
問
題
を
治
め

た
り
と
、
苦
労
は
絶
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
手
に
負
え
な
い
程
の
反

抗
的
だ
っ
た
態
度
が
、
段
々
と
穏

や
か
で
親
し
げ
に
変
化
し
て
く
る

と
、
続
け
て
い
て
良
か
っ
と
思
う

の
で
あ
り
ま
す
。

※

追
記

保
護
司
は
不
足
気
味
で
す
。
常

時
募
集
中
で
す
の
で
興
味
あ
る
方

は
是
非
！

保
護
司
を
続
け
て

保
護
司

真
野

裕
司
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お祭りは、段取り八分。その日が来るまでに
どんな準備を、どんなメンバーと
やってきたかで決まります。
縁あって集まった自治会役員、

公民館役員の皆さん。
慣れない手つきで作り上げた、
紙の花が綺麗に神輿を飾ります。

夕方から始まる
「 上田わっしょい 」本番に向けて準備が進みます。

中 之 条 自 治 会 報 平成27年8月15日(2015)(15) 第156号

上田市本郷６０２－１
上田市中之条４５４－８

☎３８－７６３８
☎２２－２３２４

アークペット
クリニック

動物病院

上田市中之条４９１
TEL（0268）23-6750

た

か

お

歯

科

上
田
市
中
之
条
九
五
番
地

電

○
○
一
八

（２4）

先頭を引っ張るお師匠さん達
まさに・・・孫たちとの競演
地域で、こんな風景はお祭りだけ・・・

来年も是非、お願い致します。

腕のスカーフは
小学校支部役員の証（あかし）
子供のトイレに付き添ったり
隊列を整えたりと大変です。

そんな大変さも、イイ思い出です。

あっという間に大きくなっていく子供達。
今日の事を懐かしく

思い出してくれるでしょうか。



池田社会保険労務士事務所
社会保険労務士 池田 英寿

上田市中之条370-10
TEL 0268-27-9330

ほほ笑みホーム中之条
上田市中之条222-3

TEL  29-7500
FAX  29-7510

宅老所

有限会社 フローリスト 花工房

上田市神畑４９０（グリーンパークしおだ野）
Tel 0268-21-8787

中 之 条 自 治 会 報平成27年8月15日(2015) (14) 第156号

父ちゃんたちも一生懸命でした。
事前に渡した笛を鳴らしながら
縁の下の力持ちに徹します。

時として影の薄いオヤジ世代
それでもやっぱり大黒柱

自治会でも公民館でも学校でも
見えないところで頑張っています。

「 わっしょい！ 」の掛け声とともに
神輿を持ち上げ、揺すります。

長丁場・・・かなり・・・へばりますが
気合いで克服！！

中
之
条
誌
編
集
委
員
会

第
三
回
中
間
報
告
会

編
集
委
員
長

中

澤

賢

四
月
二
十
五
日
、
十
八
名
の
皆

様
と
共
に
、
中
之
条
誌
第
三
回

中
間
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
者
は
、
委
員
の
中
澤
史
典

さ
ん
、
塚
田
吉
和
さ
ん
。

題
し
て
「
平
成
の
公
民
館
活
動
」

中
澤
さ
ん
は
、
公
民
館
を
主
活

動
場
所
と
し
て
い
る
、
各
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ク
ラ
ブ
に
も
高
齢
化
の
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で

も
地
域
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ふ
れ

合
い
の
機
会
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
継
承
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

塚
田
さ
ん
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
駆
使
し
た
、
お
よ
そ
四
十
分

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。
昭
和
初
期
の

人
口
比
率
が
、
現
在
、
未
来
と
、

ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
、
そ
の

グ
ラ
フ
の
推
移
は
、
予
想
以
上
に

深
刻
な
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
」
を

伝
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

深
刻
な
話
題
ば
か
り
で
は
な
く
、

現
在
、
城
南
地
区
運
動
会
六
連
覇

中
の
中
之
条
。
昭
和
二
十
年
代
に

も
上
田
市
の
運
動
会
で
五
連
覇
を

達
成
し
て
い
た
こ
と
を
当
時
の
白

黒
写
真
か
ら
知
り
、
若
か
り
し
頃

の
重
鎮
の
皆
様
の
溌
剌
と
し
た
姿

に
「
人
に
歴
史
有
り
」
を
実
感
し

た
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
十
二
月
の
発
刊
に
向
け
、

編
集
委
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
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午後４時
そろそろ参加者が
集まり始めます。
冷えたジュースと

熱々のフランクフルトで
おもてなし。

おにぎり食べて、エネルギーチャージ！
暑い暑い公民館が、子供達の熱気でますますヒートアップ。

いよいよ「 お祭り 」の始まりです。



ふ
れ
あ
い
協
議
会
だ
よ
り

会
長

高
田
ふ
き
子

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
区
民
の
皆
様
に
は
、
福
祉

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
治
会
、
公
民
館
活
動
の
お
手

伝
い
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
ご
年
配
の

皆
様
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
健
康
推

進
委
員
の
仲
間
と
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

○
ふ
れ
あ
い
交
流
広
場

四
月
よ
り
第
四
週
の
月
曜
日
午

前
十
～
十
二
時
迄
、
十
二
月
は
第

三
週
の
月
曜
日
、
公
会
堂
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。

○
友
愛
訪
問

○
健
康
教
室

○
児
童
公
園
の
花
壇
作
り

○
上
田
わ
っ
し
ょ
い

○
敬
老
祝
賀
会
等
自
治
会
の

お
手
伝
い

ふ
れ
あ
い
協
議
会
役
員

会

長

高
田
ふ
き
子

副
会
長

小
林

千
洋

会

計

田
守
あ
ず
さ

役

員

西
沢

孝
夫

中
沢

伸
吉

真
野

裕
司

塚
田

吉
和

山
岸

明
人

吉
原

貞
栄

田
中
け
い
子

和
田

淳

藤

ひ
ろ
子

三
塚

紀
子

伊
藤
美
緒
子

成
田

和
子

小
松

奈
香

小
沢

節
子

佐
藤

仁
子

安心の当初１年間金利固定。さらに２年目以降も、お借入れ当初の金利優遇が引き続き適用されます。（多目的ローン除く）

最優遇金利

最優遇金利

変動金利・保証料込

変動金利・保証料込

最優遇金利

最優遇金利

変動金利・保証料込

変動金利・保証料込
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豆絞りをキリリと締めて
臨戦態勢に入ります。

帯もキリリと
締めてもらいます

医療法人

半田 循環器科
内 科

医院
♥高血圧や心臓病の方 御相談ください♥
診療時間午前9:00～12:00 午後2:00～6:00
水;土曜日午前9:00～12:00
休診日 日曜・祭日・当番医の翌日

上田市中之条416-3 TEL 0268-28-0888

飯島硝子サッシ販売㈲

アルミサッシ・玄関取替工事
エクステリア工事

中之条店 22-5119

阿部建築設計事務所

上田市中之条１３０８－３３
TEL(FAX) ２７－８１２４

古舟ステーション
㈱佐藤商会 上田市中之条１４００－１００

TEL（０２６８）２７－５５１７

お客様大歓迎 スタッフが対応します

中 之 条 自 治 会 報 平成27年8月15日(2015)(13) 第156号

子供たちの笑顔が
役員さんにとっては

何よりのプレゼントです。
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重い神輿を、元気なお父さん、役員さんが交代で担ぎます。
神輿の魅力・・・それは肩に伝わる重さを通して
今日初めて会ったばかりの関係でも、生まれる仲間意識。
徐々に暮れなずんでいく海野町に白い神輿が一層映えます。

今年のお母さん方
とっても素敵な笑顔で踊ってく
れました。そしてパワフル
素晴らしい！！
活動にも協力的で助かりました。
中之条のお祭りは
子供達と保護者の皆さんに
支えられています。

丸

徳

美

容

院

(22)

電

九
五
二
六

(3)
有

四
○
四
七

唐

木

田

板

金

上
田
市
中
之
条
二
八
ー
一

☎
(

○
二
六
八
）
（２3）

一
五
九
九

ＦAX

（○
二
六
八
）
（２3）

三
○
八
九

吉

池

牛

乳

店

雪
印
牛
乳
川
西
販
売
店

上
田
市
中
之
条
七
一
七

電
(23)

二
六
二
六

七
田
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
カ
デ
ミ
ー

上

田

教

室

代
表

竹

田

貴

一

上
田
市
中
之
条
一
○
一

利
幸
第
二
ビ
ル

二
九
五
二

(23)

電
話
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バス5台で
いざ、出陣

毎年ささやさん
付近がスタート

今年は
雨の心配は

まったくありません

公民館長 自治会長 副自治会長
小林千洋さん 西沢孝夫さん 中沢伸吉さん
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西澤社会保険労務士事務所
特定社会保険労務士 西澤 忍

上田市中之条491-6
TEL 0268-21-7070

伊藤土地家屋調査士事務所

表示登記 測量

上田市中之条334-27
電話 28-0700
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上田駅の特設ステージで毎年生演奏
そう！

上田わっしょいは 「 clubわっしょい 」の
皆さんの生演奏で踊ります。

２時間以上歌いっぱなし、楽器を弾きっぱなしの面々
ここにも、もう一つの一生懸命な青春がありました。

今年は、NHK大河ドラマ「真田丸」放送
を目前に控えているということから、おど
り参加者全員が「赤備え（あかぞなえ）の
うちわ」を持って会場を赤く染め上げます。

参考資料（ウィキペディアより）
赤備え（あかぞなえ）とは、戦国時代の軍団編
成の一種。具足、旗差物などのあらゆる武具を
朱塗りにした部隊編成の事。戦国時代では赤以
外にも黒色・黄色等の色で統一された色備えが
あったが、当時赤は高級品である辰砂で出され
ており、戦場でも特に目立つため、赤備えは特
に武勇に秀でた武将が率いた精鋭部隊である事
が多く、後世に武勇の誉れの象徴として語り継
がれた。赤備えを最初に率いた武将は甲斐武田
氏に仕えた飯富虎昌とされ、以後赤備えは専ら
甲斐武田軍団の代名詞とされる。

田 中 工 務 店

営業所 上田市天神３－３－６
〒３８６ 電話0268-22-7166（代）
本 社 上田市中之条７２６

電話0268-24-6236（代）

総 合 建 設 業

株式会社

田中 和好
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会
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五
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２時間の踊りが始まりました。
子供も、保護者も、役員も
「 チーム 中之条 」の一員として
声を揃えて踊ります。

練習してきた成果
「 中途半端はやめよう 」の気持ち
がヒシヒシと伝わってきました。

今年も熱中症対策を兼ねて
子供たちの肩にはペットボトルホルダー
短い休憩時間に配るジュースの混乱も
これで解消です。


